
日
日
時(
時
間
は
24
時
間
表
示)

／

場
場
所
／
活
活
動
内
容
／
講
講
師
／

費
費
用
／
問
問
合
せ

講

演

会

な

ど

水
彩
画
無
料
体
験
、
芸

術
の
秋
で
す

絵
を
描

い
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か

日
10
月
20
日
㈬

13
時
～
／
場
秋
留

台
公
園

噴
水
わ
き
／
活
秋
の
公
園

を
美
し
く
描
き
ま
し
ょ
う
。
／
講
坂

本
と
し
子
さ
ん
／
費
無
料
／
問
彩
友

会

鈴
木
（
☎
０
９
０
・
８
４
５

５
・
５
５
３
０
）

掲
載
希
望
問
合
せ

市
長
公
室

（
直
通
５
５
８
・
１
２
６
９
）

菅
生
の
森
で
火
起
こ
し
体
験
を
行

い
ま
す
。

▽
日
時

11
月
21
日
㈰

午
前
10
時

～
午
後
２
時

▽
場
所

菅
生
地
区

▽
内
容

火
起
こ
し
体
験

▽
講
師

柏
倉
克
行
さ
ん

▽
対
象

市
内
に
居
住
す
る
小
学
校

１
年
生
～
６
年
生
（
小
学
校
２
年

生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
）

▽
定
員

10
人
（
申
込
み
順
）

▽
費
用

無
料

▽
そ
の
他

こ
の
活
動
は
、
市
と
委

託
契
約
を
締
結
し
て
い
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
ふ
る
さ
と
の
森
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法

10
月
29
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

環
境
政
策
課

環
境
の
森
推
進
係
（
☎
５
９
５
・

１
１
２
０
）

市
の
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
「
る

の
び
と
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
写

真
や
動
画
な
ど
で
市
の
魅
力
を
紹
介

し
て
い
ま
す
の
で
、
フ
ォ
ロ
ー
お
願

い
し
ま
す
。

▽
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「
＃
る
の
び
と
」

を
つ
け
て
投
稿
し
よ
う

市
の
魅

力
あ
る
写
真
や
動
画
を
「
＃
る
の

び
と
」
を
つ
け
て
投
稿
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
職
員
が
選
考
の
上
、

市
の
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
紹

介
し
ま
す
。

▽
問
合
せ

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

市
長
公
室

凡
例
…
内
内
容
／
日
日
時
（
時
間
は

24
時
間
表
示
）
／
場
場
所
／
定
定
員

／
費
費
用
／
他
そ
の
他
／
問
申
込

み
・
問
合
せ

内
市
町
村
の
枠
を
越
え
て
行
わ
れ
る

多
摩
地
域
の
市
民
交
流
や
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
つ
な
が
る
事
業
の
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
／

日
○
申
請
期
間
…
10
月
18
日
㈪
～
12

月
２
日
㈭

○
新
規
団
体
向
け
説
明

会
…
10
月
20
日
㈬

18
時
～
（
要
申

込
み
）
／
問
（
公
財
）
東
京
市
町
村

自
治
調
査
会
事
業
部
企
画
課
（
☎
０

４
２
・
３
８
２
・
７
７
８
１
）

日
○
講
習
日
…
令
和
４
年
１
月
17
日

㈪
・
18
日
㈫

○
考
査
日
…
令
和
４

年
１
月
24
日
㈪
／
場
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
、
放
置
駐
車
対
策
セ
ン
タ
ー
／

定
○
募
集
数
…
４
６
０
人
／
費
２
万

円
／
他
11
月
１
日
㈪
か
ら
26
日
㈮
ま

で
に
都
内
各
警
察
署
交
通
課
に
申
込

む
。
※
詳
し
く
は
、
警
視
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
。
／
問
福
生
警
察
署
交

通
課
交
通
総
務
係
（
☎
５
５
１
・
０

１
１
０
）、
警
視
庁
放
置
駐
車
対
策

セ
ン
タ
ー
（
☎
03
・
３
５
８
１
・
４

３
２
１
）

内
秋
の
火
災
予
防
運
動
を
11
月
９
日

㈫
か
ら
15
日
㈪
ま
で
実
施
し
ま
す
。

普
段
か
ら
心
掛
け
て
い
る
防
火
防
災

に
関
す
る
意
識
や
防
災
行
動
力
を
よ

り
高
め
る
こ
と
で
火
災
の
発
生
を
防

ぎ
、
万
が
一
発
生
し
た
場
合
で
も
被

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
、
●
タ
バ
コ
の
火
は
水
で
完

全
に
消
し
て
か
ら
捨
て
る
、
●
コ
ン

セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ
の
隙
間
を
こ
ま
め

に
掃
除
す
る
、
●
調
理
中
は
火
力
調

整
に
注
意
し
燃
え
や
す
い
衣
服
を
身

に
着
け
な
い
、
●
ス
ト
ー
ブ
を
布
団

や
カ
ー
テ
ン
の
近
く
に
置
か
な
い
、

●
10
年
を
超
え
た
住
宅
用
火
災
警
報

器
は
交
換
す
る
／
問
秋
川
消
防
署
防

火
査
察
係
（
☎
５
９
５
・
０
１
１

９
）

秋
川
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

２
０
２
１
年
度
全
国
統
一

防
火
標
語

「
お
う
ち
時
間

家
族
で
点
検

火
の
始
末
」

作
者

　
　

柴
田
紀
子
さ
ん（

愛
知
県
）

　毎年８月にどんぐりの結実状況を調査しています。この調査は、ツキ

ノワグマの秋期の人里への出没を予測し、地域の方への注意喚起に役立

てることを目的としています。秋期のクマは、越冬や出産のために栄養

を蓄えなければならず、どんぐりの結実状況が悪いと標高の低いところ

まで行動範囲を広げることから特に注意が必要とされています。しか

し、様々な要因で豊
ほう

凶
きょう

の変動があるどんぐりの結実状況は予測できない

ため、毎年全国各地で調査が行われています。

　クマが通常生息している市の西側にある山地での調査の結果、今年は

不～並作で昨年の並作に比べると少ないことが分かりました。平成25

年からの経過を見ると、結実状況が良かった翌年に悪くなると人里へク

マが出没する傾向があります。人里にクマを誘引した物として、栽培品

種のクリやカキ、キウイフルーツ、生ごみ、養蜂用の巣箱、放置された

農作物、果実が入っていた空き箱などが報告されています。そのため、

誘引物を取り除いておくことが野生動物と人の接触を減らし、地域の暮

らしを守ることにつながるので今年もご協力をお願いします。

　どんぐりはブナ科の果実の総称で、結実調査ではブナ、ミズナラ、コ

ナラ、ヤマグリの４種を調べています。この４種のどんぐりは、クマの

他にイノシシやサルなどの大型哺乳類からリスやネズミなどの小型哺乳

類、オシドリなどの鳥類、そして昆虫類まで多様な野生動物が利用して

いることを確認しています。多様な野生動物に利用されるどんぐりです

が、市の西側に広がる山地では人が植えた針葉樹林の割合が圧倒的に多

く、どんぐりや四季折々の果実が実る広葉樹林は少ないのが現状です。

だからこそ、人が自然に配慮し用

心する必要があります。

　実ったどんぐりが地面に落下し

た後、紅葉の時季を迎えます。１

年を通して青々とした針葉樹林と

美しく紅葉した広葉樹林を眺め

て、野生動物が暮らす環境につい

て考えを巡らせてくださる方が少

しでも増えることを願います。

（加瀬澤）

森林レンジャーがゆく（112）

一粒万々倍

森林レンジャーあきる野　市が取り組んでいる「郷土の恵みの

森づくり」を進める専門集団。尾根道の補修や景観整備事業など

の調査、計画立案等を地域と協働で実施。市内で生息する動植物

の調査や、滝・巨木など、地域資源の掘り起こしも行っている。

問合せ　環境政策課環境の森推進係

詳しくは、各団体へお問い合わせ

ください。

乾燥しないように根を張って
冬を越すため発根し始めたミズナラ

市の公式
インスタグラム
「るのびと」

（5） 令和３年（2021年）10月15日  あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹

（以下は広告枠です）

広
域
的
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
等
事
業
の助

成
団
体
募
集

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
の

実
施

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

官
公
庁
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

市民の　
　ひろば

自
然
環
境
学
習

菅
生
こ
ど
も
の
森
活
動「
火
起
こ
し
体
験
」

参
加
者
募
集

市
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

「
る
の
び
と
」を

フ
ォ
ロ
ー
し
よ
う


